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食料環境政策学科　国際開発論研究室　　池上 彰英

　食料環境政策学科は、学生の海外交流に力を入れており、
2000年度カリキュラムから、それまで国内のみで実施されていた
「ファームステイ研修」の実施先に台湾を加えました。台湾大学農
業経済学科との交流は、そのときに始まり、かれこれ10年になりま
す。台湾でのファームステイ研修中、必ず1日は台湾大学を訪問
し、授業聴講や付属農場訪問のほか、学生同士の自由交流も
行っています。海外の同じ専攻の学生との交流は、本学の学生に
とって大変刺激になるようで、帰国後専門や外国語の勉強に取り
組む姿勢が積極的になるという、思わぬ効用があります。
　台湾ファームステイ研修は、2008年度カリキュラムから「海外農
業体験」という独立した科目となり、国内ファームステイ研修との重
複履修が可能になったことで、履修希望者が激増しております。ま
た、台湾大学農業経済学科とは2009年12月に学部間交流協定
を締結し、今後は研究面での交流も強化していく所存です。

台湾大学
農業経済学科との交流

シンポジウム

「酸化ストレスと健康」
農芸化学科　食品生化学研究室　　竹中 麻子

食品衛生学研究室　　長田 恭一

　9月4日（土）13時から駿河
台校舎において表記のシン
ポジウムが開かれます。この
シンポジウムは私学助成プロ
ジェクト「生体ストレス応答の
分子機構の解明とその農
業・食品分野への応用」（研
究代表者、生命科学科・渋
谷直人）の主催で行われ、
近年注目を集めているストレ
スと健康について、第一線
でご活躍中の先生方にお話
をいただきます。

プログラム
１.ストレスと生体応答
酸化ストレスと情動制御…竹中麻子（明治大学）
酸化ストレスとインスリンシグナル…高橋伸一郎（東京大学）
メタボリックシンドローム発症と酸化・小胞体ストレス…佐藤隆一郎（東京大学）

２.酸化ストレスと食品
食事酸化コレステロールの脂肪肝発症の可能性…佐藤匡央（九州大学）
ポリフェノールによる酸化ストレス制御と構造相関…五十嵐喜治（山形大学）
生体脂質過酸化と疾病：食品による防御…宮沢陽夫（東北大学）
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蜂蜜は原始から人類が利用している甘味であり、薬用食品でもある。日本ではハチは「蜂」として認
識されているが、欧米では蜂蜜を貯蔵する「bee」と肉食のスズメバチなどの「wasp」の２つに分け
て認識されている。生田緑地内にはニホンミツバチが営巣している場所が何箇所かあるようだ。昨
年の夏前までは大学構内の木造校舎の壁の中に巣を作っていた。作っていたというのは、昨年夏以
降は構内で確認できていないからで、条件が合う場所さえ作ってあげれば戻ってくるであろう。蜂蜜
採りの時期は、幼虫がいない12月、1月がベストである。写真は昨年取り壊された木造校舎の壁板
を取り外して出てきたニホンミツバチの巣の一部である。ニホンミツバチは数十種の花の蜜が合わ
さった「百花蜜」であり、セイヨウのミツバチの「単花蜜」とは異なり、巣周辺の植生により大きく味が
左右されるようであるが、大学構内の物は癖がなく美味しく頂けた。なお、木造校舎解体直前には巣
に幼虫が入っている時期であったが、再度巣を採取した。幼虫
が入っていない部分からは蜂蜜を採り、そして当然幼虫も食
べてみた・・・。幼虫は小さく柔らかすぎることからそれなりに料
理する量を集めるのに苦労を要したが、佃煮に料ってみた。そ
の味はというと残念だが少しアミン系の匂いがしてあまり美
味しいものではなかった。知人が「小便くさい」と言っていたこ
とを思い出した。２度と食べまい。　（農芸化学科　荒谷 博）
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編集後記
　「バイオの散歩道」第5号をお届けします。前号に引き続き「速報」を掲載し、8頁編成とすることができました。多様な研究・大学情報をご提供できたのではない
かと思います。ところで、今回は小さな工夫が施してあります。環境デザインがご専門の編集委員・菅野先生のご協力により、今後の表紙の色彩が規則的に変化す
るようなルールを設定いたしました。具体的には（財）日本色彩研究所による配色体系（PCCS）を利用して、今回の色彩から色相環上を徐々に移動していきます。
この色彩ブロックは全部で230種類もあるようです。つまり、編集委員会としては、この小誌を100号以上も継続したいという「思い」の表現でもあります。読者
の皆さんも、小誌を保存していただき、100以上続く（かもしれない／に違いない）色彩の変化をお楽しみください。（5号編集担当　小田切徳美）




